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春 日 市

男女共同参画に関する市民意識調査

【概要版】
春日市 2025 年３月

【調査の目的】春日市における男女平等に関する意識と実態を把握し、今後の男

女共同参画に関する施策検討の基礎資料を得ることを目的とし

て実施しました。

【調査の性格】（１）調 査 地 域 春日市内全域

（２）調査対象者 満 18歳以上の男女 2,000 人

（３）有効回収数 691（うちWEB回答 227）サンプル

有効回収率 34.5％

（４）調 査 期 間 令和６年 10 月９日～11月８日

※数表、図表に示すＮは、比率算出上の基数（回答者数）である。数表で、分析項目によ

っては対象者が限定されるため、全体の回答者数と合わないことがあります。

※文中の数字は、百分比の小数点以下第２位を四捨五入しているので、回答比率の合計は

必ずしも100％とはなりません。

※数表中の「－」は、該当する選択肢の回答がないことを示しています。

※今回の調査は、次の調査結果と比較分析を行っています。

春日市 「男女共同参画社会に関する市民意識調査」令和元年８月実施

●性 別 ●年 齢

回答者の性別は「男性」が 38.4％、「女性」が 60.3％と女性の回答が約２割多く、年齢は、「50 歳

代」（24.9％）、「60歳代」（24.0％）、「40歳代」（18.4％）の順で多いです。

男性

38.4%
女性

60.3%

回答しない・

該当しない

1.0%

無回答
0.3%

全 体

（N=691）

回答者の属性

性
別

1.0

1.1

0.7

14.3

7.1

7.2

7.0
-

11.7

9.8

12.5

42.9

18.4

16.2

19.7

28.6

24.9

25.3

25.2
-

24.0

26.0

23.3
-

12.7

14.3

11.8

14.3

0.1

-

-

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

18・19歳 20歳代 30歳代 40歳代 無回答50歳代 60歳代 70歳代以上
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●固定的性別役割分担意識

問 「男は仕事、女は家庭」という考え方があります。あなたは、この考え方にどの程度

同感しますか。（○は１つだけ）

「男は仕事、女は家庭」という考え方、いわゆる固定的性別役割分担意識に対して男性の約７割、女

性の約８割が『同感しない』（「同感しない」＋「どちらかといえば同感しない」）と回答しています。前回

調査に比べ『同感しない』の割合は増加し、特に女性では約１３ポイント増加しています。固定的・因習

的な考え方にとらわれない人が多くなっています。

しかし、年齢別にみると30歳代では、男性は『同感しない』が９割を超えて最も高いのですが、女性

は６割台と最も低く、『同感』（「同感する」＋「ある程度同感する」）が３割台半ばと女性の中では高いな

ど、子育て世代において対照的な結果をみせています。

１ 男女平等に関する意識について

前
回
調
査

令
和
元
年

今
回
調
査

性
別

性
別

1.9

3.0

1.2

-

21.9

26.4

19.4
-

33.7

30.9

36.2
-

42.4

39.6

43.2

100.0

0.1

-

-

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

2.4

1.6

2.7

29.6

31.8

28.8

32.6

32.7

31.8

32.6

30.2

34.5

2.9

3.7

2.2

全 体

（N=626）

男 性

（N=245）

女 性

（N=368）

同感
計

同感し
ない計

同感する ある程度

同感する

あまり

同感しない
同感しない 無回答

32.0

33.4

65.2

62.9

31.5 66.3

23.8

29.4

76.1

70.5

20.6 79.4

- 100.0

（％）

同
感
す
る

あ
る
程
度
同

感
す
る

あ
ま
り
同
感

し
な
い

同
感
し
な
い

無
回
答

同
感
計

同
感
し
な
い

計

691     13      151     233     293     1        164     526     
100.0  1.9     21.9    33.7    42.4    0.1     23.8    76.1    

男性：10・20歳代 22      4.5     18.2    40.9    36.4    -        22.7    77.3    
男性：30歳代 26      -        3.8     34.6    61.5    -        3.8      96.1    
男性：40歳代 43      7.0     30.2    27.9    34.9    -        37.2    62.8    
男性：50歳代 67      1.5     32.8    29.9    35.8    -        34.3    65.7    
男性：60歳代 69      4.3     24.6    26.1    44.9    -        28.9    71.0    
男性：70歳代以上 38      -        34.2    36.8    28.9    -        34.2    65.7    
女性：10・20歳代 32      3.1     12.5    34.4    50.0    -        15.6    84.4    
女性：30歳代 52      5.8     30.8    34.6    28.8    -        36.6    63.4    
女性：40歳代 82      -        24.4    35.4    40.2    -        24.4    75.6    
女性：50歳代 105     1.0     18.1    37.1    43.8    -        19.1    80.9    
女性：60歳代 97      -        14.4    39.2    46.4    -        14.4    85.6    
女性：70歳代以上 49      -        16.3    32.7    51.0    -        16.3    83.7    
回答しない・該当しない 7        -        -        -        100.0  -        -        100.0  
無回答 2        -        -        -        50.0    50.0    -        50.0    

年
齢
別

標
本
数

全  体
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●男女の地位の平等感

問 次にあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。

あなたの気持ちに最も近いものを選んでください。（○はそれぞれ１つだけ）

「学校教育」では「平等である」が約５割ですが、他の分野では『男性優遇』が大きく上回っています。

特に、「政治の場」「社会通念・慣習・しきたりなど」で『男性優遇』が約８割と高く、「社会全体」でも『男性

優遇』が約７割、他の分野でも５割を超えています。また、すべての分野で女性は『男性優遇』の割合が

男性よりも高く、性別で認識の違いがみられます。

地
域
活
動
・

社
会
活
動
の
場

社
会
全
体

家
庭
生
活

職
場

学
校
教
育
の
場

政
治
の
場

法
律
や
制
度
の

う
え

社
会
通
念

、

慣
習

、
し
き
た
り

な
ど

性
別

性
別

14.5

7.9

18.7

39.9

29.8

46.5

27.2

37.7

21.1

6.5

10.2
4.1

2.5

3.8

1.7

8.8

10.2

7.4

0.6

0.4

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

20.3

10.9

26.1

36.8

37.4

36.9

25.3

28.7

23.5

6.7

11.3
3.8

1.0

1.9

0.5

8.5

8.3

8.2

1.4

1.5

1.0

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

性
別

4.1

1.5

5.8

15.3

11.7

18.0

49.3

53.2

47.5

3.8

5.7
2.4

0.4

0.8

0.2

25.3

26.0

24.5

1.7

1.1

1.7

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

性
別

44.9

32.8

52.0

36.6

37.0

36.9

8.0

15.1
3.4

0.7

1.5

0.2

0.4

1.1

-

8.8

11.7

7.2

0.6

0.8

0.2

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

男性の方が

優遇されて

いる

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等で

ある

どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

わから

ない

女性の方が

優遇されて

いる

無回答

性
別

15.2

9.1

19.2

37.3

31.3

41.5

24.7

36.6

17.5

7.5

10.9

5.5

1.6

2.3

1.0

13.0

9.4

15.1

0.6

0.4

0.2

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

性
別

31.0

20.4

37.6

48.0

50.9

46.8

11.3

18.1

7.0

1.7

2.6

1.2

0.4

1.1

-

6.9

6.0

7.2

0.6

0.8

0.2

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

性
別

11.0

5.3

14.9

41.0

34.7

45.6

29.5

40.0

23.0

3.8

4.5

3.1

0.9

2.3

-

13.3

12.8

13.2

0.6

0.4

0.2

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

性
別

17.4

9.1

22.5

57.3

56.6

57.8

11.4

17.7

7.7

4.3

5.7
3.6

1.2

2.6

0.2

8.1

7.9

8.2

0.3

0.4

-

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

57.1

48.3

25.3

28.7

63.0 23.5

男性優遇
計

平等で
ある

54.4

37.7

27.2

37.7

65.2 21.1

女性優遇
計

9.0

14.0

5.8

7.7

13.2

4.3

19.4

13.2

49.3

53.2

23.8 47.5

4.2

6.5

2.6

81.5

69.8

8.0

15.1

88.9 3.4

1.1

2.6

0.2

52.5

40.4

24.7

36.6

60.7 17.5

9.1

13.2

6.5

79.0

71.3

11.3

18.1

84.4 7.0

2.1

3.7

1.2

52.0

40.0

29.5

40.0

60.5 23.0

4.7

6.8

3.1

74.7

65.7

11.4

17.7

80.3 7.7

5.5

8.3

3.8
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●学校教育の場で力を入れること

問 これからの社会で男女共同参画を進めていくためには、学校教育の場でどのような

ことに力を入れたらよいと思いますか。（○は３つまで）

学校教育で必要な取り組みとして、「一人ひとりの個性や人権を尊重することを学ぶこと」「働くこと

の意味や多様な働き方などについての学習や職場体験を行うこと」「生活指導や進路指導において、

性別にかかわり無く能力を活かせるよう配慮すること」などがあげられています。

２ 子どもの育て方・教育について

一人ひとりの個性や人権を尊重する
ことを学ぶこと

働くことの意味や多様な働き方などに
ついての学習や職場体験を行うこと

生活指導や進路指導において、性別に
かかわり無く能力を活かせるよう

配慮すること

家庭や家族の多様なあり方について
学ぶこと

発達段階に応じた性教育や性に関する
指導を実施すること

教職員に対する男女平等に関する
研修を行うこと

管理職（校長や教頭）に女性を
増やすこと

ＰＴＡなどと連携して、男女平等な教育の
理解と協力を深めること

その他

無回答

64.5 

49.5 

45.2 

37.8 

27.1 

14.6 

14.3 

3.8 

2.2 

1.0 

63.8 

48.3 

44.5 

34.0 

26.0 

16.6 

13.2 

3.0 

4.2 

1.1 

64.5 

50.6 

45.3 

40.3 

27.8 

13.7 

15.1 

3.8 

1.0 

1.0 

85.7 

28.6 

71.4 

28.6 

14.3 

-

-

28.6 

-

-

0 45 90 （％）

69.3 

53.7 

47.4 

36.7 

22.7 

13.6 

12.1 

6.1 

2.1 

3.0 

61.6 

57.1 

50.6 

37.6 

22.4 

14.7 

10.6 

4.9 

1.6 

3.3 

74.5 

51.9 

45.7 

36.7 

22.8 

12.8 

12.8 

6.8 

2.2 

2.7 

04590（％）

≪前回調査≫ ≪今回調査≫

【回答は３つまで】

全 体（Ｎ=626）

男 性（Ｎ=245）

女 性（Ｎ=368）

【回答は３つまで】

男 性（Ｎ=265）

女 性（Ｎ=417）

回答しない・

該当しない（Ｎ=7）

全 体（Ｎ=691）
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●家庭内での役割分担

【現在パートナー（配偶者や恋人）と同居している方におたずねします。】

問 あなたの家庭では、次のことを、主にどなたが行っていますか。それぞれについて、

あてはまるものを選んでください。（○はそれぞれ１つだけ）

家庭内での役割分担について、「家計を支える（生活費を稼ぐ）」は約７割から７割台半ばの男性が担

い、「炊事、洗濯、食事の支度などの家事をする」は約７割から８割の女性が担っています。前回調査と

比較しても大きな違いはなく、依然として家計維持は夫中心、家事は妻中心という性別役割分担が残

っていることがうかがえます。

３ 家庭生活について

自治会などの
地域活動を行う

子どもの教育
方針や進学目標を
決める

高額の商品や
土地、家屋の購入を
決める

家計を支える
（生活費を稼ぐ）

掃除、洗濯、
食事の支度などの
家事をする

日々の家計を
管理をする

育児、子どもの
しつけをする

親の世話
（介護）をする

75.2

1.9

4.9

69.6

19.9

24.6

-

0.6

-

1.6

-

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

男性

（N=206）

女性

（N=309）

6.3

80.6

72.8

1.3

19.4

16.2

1.0

0.3

0.5

-

-

1.6

男性

（N=206）

女性

（N=309）

18.9

62.5

56.3

14.6

22.8

19.1

0.5

-

0.5

1.9

1.0

1.9

男性

（N=206）

女性

（N=309）

1.9

46.6

38.3

1.3

34.5

29.1

-

0.3
24.8

20.7

0.5

1.9

男性

（N=206）

女性

（N=309）

5.3

22.0

17.5

2.6

23.8

20.7

3.9

4.2
48.5

47.9

1.0

2.6

男性

（N=206）

女性

（N=309）

19.9

43.0

31.6

11.0

23.3

19.4

0.5

1.0
24.3

23.6

0.5

1.9

男性

（N=206）

女性

（N=309）

24.8

5.5

6.8

24.6

55.8

59.5

0.5

-
11.7

8.4

0.5

1.9

男性

（N=206）

女性

（N=309）

1.9

22.0

16.0

2.6

50.5

49.2

1.5

-
29.1

24.3

1.0

1.9

男性

（N=206）

女性

（N=309）

主に自分 主に

パートナー

該当しない・

わからない

自分・パートナー

同程度
無回答その他の

家族
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●女性が職業をもつことについての考え方

問 一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどう考えますか。

（○は１つだけ）

女性が職業をもつことについて、「ずっと職業をもっている方がよい」という就労継続の支持が６割

台半ばで最も高く、「子どもができたら職業をやめ、子どもの手がかからなくなって再びもつ方がよい」

という就労中断・再就職を支持する人は２割台半ばと、女性が職業をもつことが望ましいと考えてい

る人が大半となっています。

前回調査と比べて、就労継続が約２０ポイント増え、就労中断・再就職は男性では約２０ポイント、女

性では約１５ポイント減少し、結婚や出産を経ても女性は就労を中断しない方がよいと考える人が男女

ともに、この５年間で増加しています。しかし、就労中断・再就職への支持は、３０歳代以下では女性の

方が男性よりやや高く、子育て期の女性では、就労継続は難しいと考えられていることがうかがえま

す。

４ 職業や仕事について

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
元
年

性
別

66.0

60.4

69.8

42.9

0.4

0.8

0.2

-

1.0

1.5

0.7

-

24.0

26.0

22.8

28.6

0.6

0.4

0.7

-

6.4

9.4

4.1

28.6

1.6

1.5

1.7

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

性
別

46.8

42.4

49.7

2.6

2.4

2.7

1.4

1.6

1.4

40.3

45.3

37.2

0.5

0.8

0.3

6.1

6.1

6.0

2.4

1.2

2.7

全 体

（N=626）

男 性

（N=245）

女 性

（N=368）

ずっと職業を

もっている方が

よい

【就労継続】

結婚するまでは

職業をもち、あとは

もたない方がよい

【専業主婦志向】

子どもができるまで

職業をもち、あとは

もたない方がよい

【専業主婦志向】

子どもができたら

職業をやめ、子どもの

手がかからなくなって

再びもつ方がよい

【就労中断・再就職】

女性は職業を

もたない方が

よい

【専業主婦志向】

その他 無回答

（％）

ず

っ
と
職
業
を
も

っ
て

い
る
方
が
よ
い

結
婚
す
る
ま
で
は
職
業

を
も
ち

、
あ
と
は
も
た

な
い
方
が
よ
い

子
ど
も
が
で
き
る
ま
で

職
業
を
も
ち

、
あ
と
は

も
た
な
い
方
が
よ
い

子
ど
も
が
で
き
た
ら
職
業

を
や
め

、
子
ど
も
の
手
が

か
か
ら
な
く
な

っ
て
再
び

も
つ
方
が
よ
い

女
性
は
職
業
を
も
た
な

い
方
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

691      456      3         7         166        4         44       11       
100.0   66.0     0.4      1.0      24.0       0.6      6.4      1.6      

男性：10・20歳代 22       59.1     4.5      4.5      9.1         -         22.7     -         
男性：30歳代 26       69.2     -         -         15.4       -         15.4     -         
男性：40歳代 43       72.1     -         -         18.6       -         9.3      -         
男性：50歳代 67       56.7     1.5      1.5      28.4       1.5      10.4     -         
男性：60歳代 69       60.9     -         1.4      29.0       -         5.8      2.9      
男性：70歳代以上 38       47.4     -         2.6      42.1       -         2.6      5.3      
女性：10・20歳代 32       71.9     -         3.1      12.5       -         12.5     -         
女性：30歳代 52       69.2     -         1.9      25.0       -         3.8      -         
女性：40歳代 82       75.6     -         -         18.3       2.4      3.7      -         
女性：50歳代 105      62.9     1.0      -         28.6       -         6.7      1.0      
女性：60歳代 97       71.1     -         1.0      22.7       1.0      -         4.1      
女性：70歳代以上 49       71.4     -         -         22.4       -         2.0      4.1      
回答しない・該当しない 7         42.9     -         -         28.6       -         28.6     -         
無回答 2         100.0   -         -         -           -         -         -         

全  体

標
本
数

年
齢
別
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●女性の就労継続を支持しない理由

問 あなたが、そう思うのはどのような理由からですか。（○は２つまで）

女性の就労継続を支持しない理由として、「現在ある仕事と家庭が両立できるための制度だけでは

不十分だから」という回答が最も高くなっています。次いで「育児休業などの仕事と家庭が両立できる

制度があっても、それを利用できる職場の雰囲気でないから」は、女性では３割を超え男性よりも約１

２ポイント高くなっています。

就労継続を支持しない女性にとって、現状の両立制度だけでは女性の就労継続が難しい点や職場

の雰囲気が課題であることがうかがえます。

●女性が就労継続をする場合の働き方

問 ずっと職業をもっている場合、どのような働き方がよいと思いますか。

（○は１つだけ）

女性の就労継続を支持する人に、どのような働き方がよいかをたずねたところ、男性では「結婚や

子どもの有無にかかわらず、ずっとフルタイム勤務がよい」、女性では「子どもができるまではフルタイ

ム勤務で、あとはパート等短時間勤務がよい」が最も高くなっています。この傾向は今回調査の方が前

回調査よりも顕著になっています。

（主なもの）

現在ある仕事と家庭が両立できるための
制度だけでは不十分だから

育児休業などの仕事と家庭が両立できる
制度があっても、それを利用できる職場の

雰囲気ではないから

女性が働く上で不利な慣習などが
多いから

保育や介護などの施設が整ってないから

女性は家事・育児・介護に専念し、家庭を
守るべきだから

36.2 

27.7 

14.7 

11.2 

10.7 

32.7 

21.8 

14.9 

11.9 

10.9 

38.7 

33.6 

15.1 

10.1 

10.9 

0 25 50（％）

【回答は２つまで】

全 体（Ｎ=224）

男 性（Ｎ=101）

女 性（Ｎ=119）

32.7 

31.4 

13.5 

15.7 

17.0 

32.6 

30.4 

12.3 

11.6 

18.1 

32.0 

32.6 

14.3 

18.9 

16.6 

02550（％）
≪前回調査≫ ≪今回調査≫

【回答は２つまで】

全 体（Ｎ=318）

男 性（Ｎ=138）

女 性（Ｎ=175）

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
元
年

性
別

41.0

52.5

34.7

66.7

10.7

11.9

9.6

33.3

30.0

16.9

37.8

-

2.2

1.9

2.4

-

14.9

14.4

15.1

-

1.1

2.5

0.3

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=456）

男 性

（N=160）

女 性

（N=291）

回答しない・

該当しない（N=3）

性
別

43.0

45.2

42.1

9.9

11.5

8.7

28.3

21.2

32.8

3.4

6.7

1.6

15.0

14.4

14.8

0.3

1.0

-

全 体

（N=293）

男 性

（N=104）

女 性

（N=183）

結婚や子どもの

有無にかかわらず、

ずっとフルタイム

勤務がよい

結婚するまでは

フルタイム勤務で、

あとはパート等短時間

勤務がよい

子どもができるまでは

フルタイム勤務で、

あとはパート等短時間

勤務がよい

結婚や子どもの

有無にかかわらず、

ずっとパート等

短時間勤務がよい

その他 無回答
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●男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと

問 今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためにはどのよう

なことが必要だと思いますか。（○は３つまで）

男性が家事や育児、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なことは、「夫婦や家族間で

のコミュニケーションをよく図る」が男女とも最も高いですが、女性では「年配者やまわりの人が、夫婦

の役割分担などについての当事者の考え方を尊重する」「男性が家事などに参加することに対する男

性自身の抵抗感をなくす」「社会の中で、男性による家事、子育て、介護についてもその評価を高める」

など意識上の性別役割分担解消を求める項目で男性の割合を上回っています。男性では「労働時間短

縮や休暇制度(育児休業等)を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにする」が女性

よりも高くなっています。

夫婦や家族間でのコミュニケーションを
よくとる

社会の中で、男性による家事、子育て、
介護についてもその評価を高める

労働時間短縮や休暇制度(育児休業等)を
普及することで、仕事以外の時間を

より多く持てるようにする

男性が家事などに参加することに対する
男性自身の抵抗感をなくす

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担な
どについての当事者の考え方を尊重する

男性が家事、子育て、介護に関心を
高めるよう啓発や情報提供を行う

家庭と仕事の両立などの問題について、
男性が相談しやすい窓口を設ける

男性が子育てや介護を行うための、
仲間（ネットワーク）作りをすすめる

国や地方自治体などの研修などにより、
男性の家事や子育て、介護などの技能を

高める

男性が家事などに参加することに対する
女性の抵抗感をなくす

その他

特に必要はない

無回答

43.8 

42.8 

41.4 

37.5 

18.1 

16.8 

11.0 

8.5 

7.7 

5.8 

4.6 

1.6 

1.6 

44.2 

39.2 

44.2 

32.1 

11.3 

13.2 

11.3 

8.7 

9.4 

7.9 

5.7 

3.0 

1.5 

44.1 

45.8 

39.3 

41.2 

22.1 

18.9 

10.8 

8.6 

6.5 

4.6 

3.8 

0.7 

1.7 

14.3 

14.3 

42.9 

14.3 

28.6 

14.3 

14.3 

-

14.3 

-

14.3 

-

-

0 30 60 （％）

47.6 

38.5 

39.5 

35.0 

17.1 

18.5 

10.5 

9.1 

9.1 

10.1 

3.7 

1.9 

4.0 

44.9 

29.8 

38.4 

34.7 

12.2 

15.1 

12.2 

8.2 

11.0 

12.2 

4.9 

4.1 

2.4 

50.0 

44.6 

40.5 

36.1 

20.4 

20.9 

9.5 

9.5 

8.2 

9.0 

3.0 

0.5 

3.8 

03060（％）

≪前回調査≫ ≪今回調査≫

【回答は３つまで】

全 体（Ｎ=626）

男 性（Ｎ=245）

女 性（Ｎ=368）

【回答は３つまで】

男 性（Ｎ=265）

女 性（Ｎ=417）

回答しない・

該当しない（Ｎ=7）

全 体（Ｎ=691）
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●妊娠や性に関しての考え方

問 次の考え方について、あなたの考えに最も近いものを選んでください。

（○はそれぞれ１つだけ）

「妊娠や性に関して、夫婦・パートナー、恋人との間で十分話し合うべきである」については、『思う』

（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）が男女とも９割台半ばに対し、「妊娠や性に関して、夫婦・

パートナー、恋人との間で合意できない場合には、女性の意思が尊重されるべきである」については、

７割台半ばです。

妊娠や出産の可能性は女性にしかなく、女性の性的自己決定権は、人権として尊重されなければな

りません。男性の10・20歳代、30歳代では「わからない」が他の年齢より高く、若い世代に向けた「リ

プロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖による健康／権利）」についての啓発の必要性が示唆されて

います。

「妊娠や性に関して、配偶者・パートナー・恋人との間で十分話し合うべきである」

「妊娠や性に関して、配偶者・パートナー・恋人と合意できない場合には、女性の意思が尊重されるべ

きである」

５ 暴力などの人権侵害について

（％）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う

思
う

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

思
う
計

思
わ
な
い
計

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う

思
う

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

思
う
計

思
わ
な
い
計

691    555    100    4       4       25     3       655    8       301    231    34     49     73     3       532    83     
100.0 80.3   14.5   0.6    0.6    3.6    0.4    94.8   1.2     43.6   33.4   4.9    7.1    10.6   0.4    77.0   12.0   

男性：10・20歳代 22     86.4   4.5    -       -       9.1    -       90.9   -       36.4   40.9   -       4.5    18.2   -       77.3   4.5     
男性：30歳代 26     96.2   -       -       -       3.8    -       96.2   -       34.6   34.6   7.7    3.8    19.2   -       69.2   11.5   
男性：40歳代 43     79.1   14.0   -       -       7.0    -       93.1   -       41.9   37.2   4.7    4.7    11.6   -       79.1   9.4     
男性：50歳代 67     82.1   14.9   -       -       3.0    -       97.0   -       46.3   31.3   7.5    6.0    9.0    -       77.6   13.5   
男性：60歳代 69     82.6   10.1   1.4    -       5.8    -       92.7   1.4     44.9   29.0   2.9    11.6   11.6   -       73.9   14.5   
男性：70歳代以上 38     73.7   13.2   2.6    -       7.9    2.6    86.9   2.6     36.8   36.8   2.6    2.6    18.4   2.6    73.6   5.2     
女性：10・20歳代 32     75.0   9.4    3.1    -       12.5   -       84.4   3.1     50.0   28.1   3.1    6.3    12.5   -       78.1   9.4     
女性：30歳代 52     88.5   7.7    -       1.9    -       1.9    96.2   1.9     57.7   21.2   5.8    5.8    7.7    1.9    78.9   11.6   
女性：40歳代 82     81.7   17.1   -       1.2    -       -       98.8   1.2     43.9   36.6   4.9    8.5    6.1    -       80.5   13.4   
女性：50歳代 105    74.3   22.9   -       1.0    1.9    -       97.2   1.0     44.8   33.3   4.8    8.6    8.6    -       78.1   13.4   
女性：60歳代 97     78.4   18.6   -       -       2.1    1.0    97.0   -       39.2   35.1   8.2    5.2    11.3   1.0    74.3   13.4   
女性：70歳代以上 49     81.6   12.2   2.0    2.0    2.0    -       93.8   4.0     40.8   36.7   2.0    12.2   8.2    -       77.5   14.2   
回答しない・該当しない 7       57.1   28.6   -       -       14.3   -       85.7   -       28.6   57.1   -       -       14.3   -       85.7   -       
無回答 2       100.0 -       -       -       -       -       100.0 -       50.0   50.0   -       -       -       -       100.0 -       

標
本
数

全  体

年
齢
別

妊娠や性に関して、配偶者・パートナー・恋人との間で
十分話し合うべきである

妊娠や性に関して、配偶者・パートナー・恋人と合意できない
場合には、女性の意思が尊重されるべきである

思う
計

思わない
計

性
別

80.3

82.3

79.4

57.1

14.5

10.9

16.5

28.6

0.6

0.8

0.5

-

0.6

-

1.0

-

3.6

5.7

2.2

14.3

0.4

0.4

0.5

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わから

ない
無回答

94.8

93.2

1.2

0.8

95.9 1.5

85.7 -

思う
計

思わない
計

性
別

43.6

41.9

44.8

28.6

33.4

33.6

32.9

57.1

4.9

4.5

5.3
-

7.1

6.4

7.7
-

10.6

13.2

8.9

14.3

0.4

0.4

0.5

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=691）

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

77.0

75.5

12.0

10.9

77.7 13.0

85.7 -

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わから

ない
無回答
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●暴力だと思うもの

問 あなたは、次にあげるようなことが配偶者・パートナー・恋人間で行われた場合、それ

を暴力だと思いますか。（○はそれぞれ１つだけ）

様々な暴力行為が配偶者や恋人の間で行われた場合に、「どんな場合でも暴力にあたると思う」の

割合が、身体的暴力や性的暴力、経済的暴力に該当する項目では比較的高くなっています。しかし、精

神的暴力の「大声でどなる」、社会的暴力の「外出を制限する」は６割台半ばと低く課題といえます。

外出を制限
する

必要な生活費を渡
さない

素手で打つ・
殴る

足でける

身体を傷つける可
能性のある
物でなぐる

「誰のおかげで生
活できるんだ」「甲
斐性なし」などと言
う

なぐるふりを
して、おどす

刃物などを
突きつけて、
おどす

大声でどなる

交友関係や
電話を細かく監視
する

何を言っても
長期間無視し
続ける

88.6

77.5

10.7

17.7

0.1

1.1

0.6

3.7

0% 25% 50% 75% 100%

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

92.8

89.1

6.5

6.7

0.1

0.6

0.6

3.5

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

97.5

94.4

1.6

1.4

0.3

0.6

0.6

3.5

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

79.0

67.4

19.5

25.4

0.9

3.4

0.6

3.8

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

96.7

95.0

2.5

1.3

0.3

0.2

0.6

3.5

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

64.1

66.0

34.0

28.0

1.3

2.4

0.6

3.7

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

59.2

62.9

35.7

27.2

4.5

6.1

0.6

3.8

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

65.7 28.4 5.2 0.7今回調査

（N=691）

69.9

62.5

24.5

28.1

4.8

5.8

0.9

3.7

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

83.8

76.8

13.2

17.4

2.6

2.1

0.4

3.7

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

84.1

78.4

12.3

14.7

2.6

3.0

1.0

3.8

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

どんな場合も

暴力にあたる

と思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合も

あると思う

無回答暴力にあたるとは

思わない
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●暴力の被害経験

問 この３年間くらいのうちに、あなたは配偶者・パートナー・恋人から次のようなことを

されたことがありますか。（○はそれぞれ１つだけ）

実際の被害経験については、この３年間に女性の 14.6％、男性の8.3％が何らかの暴力を受けて

います。年齢別でみると、身体的暴力は女性の７０歳以上、精神的暴力は男性の３０歳から５０歳代で、

経済的暴力は女性の５０歳代以上で、性的暴力は女性の３０歳代と４０歳代でやや高く、性や年齢で暴

力の種類は異なっています。

【経済的暴力】必要な生活
費を渡さない、貯金を勝手
に使う、借金をさせる、デー
ト代を常に払わせるなどさ
れた

【性的暴力】嫌がっているの
に性的な行為を強要され
た。見たくないのに性的な
動画を見せられた

【社会的暴力】交友関係を
細かく監視する、外出を制
限するなどの嫌がらせを受
けた。

【身体的暴力】なぐったり、
けったり、物を投げつけた
り、突き飛ばしたりするなど
の身体に対する暴行を受け
た

【精神的暴力】人格を否定
するような暴言など精神的
な嫌がらせを受けた。ある
いは、自分もしくは家族に
危害が加えられる恐怖を感
じるような脅迫を受けた

1.5

4.1

-

1.5

0.2

-

92.1

91.8

85.7

4.9

3.8

14.3

0% 25% 50% 75% 100%

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

6.0

6.5

-

1.5

2.9

-

87.2

86.6

85.7

5.3

4.1

14.3

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

0.8

2.9

-

0.8

1.2

-

93.6

92.1

85.7

4.9

3.8

14.3

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

1.9

2.6

-

0.8

2.2

-

92.1

91.4

85.7

5.3

3.8

14.3

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

0.4

2.4

-

0.8

1.2

-

94.0

92.3

85.7

4.9

4.1

14.3

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

１・２度あった 何度もあった 無回答まったくない

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

あった
計

3.0

4.3

7.5

9.4

1.6

2.7

4.8

1.2

3.6

-

-

-

-

4.1

-

（％）

１
・
２
度

あ

っ
た

何
度
も

あ

っ
た

ま

っ
た
く

な
い

無
回
答

あ

っ
た
計

１
・
２
度

あ

っ
た

何
度
も

あ

っ
た

ま

っ
た
く

な
い

無
回
答

あ

っ
た
計

１
・
２
度

あ

っ
た

何
度
も

あ

っ
た

ま

っ
た
く

な
い

無
回
答

あ

っ
た
計

１
・
２
度

あ

っ
た

何
度
も

あ

っ
た

ま

っ
た
く

な
い

無
回
答

あ

っ
た
計

１
・
２
度

あ

っ
た

何
度
も

あ

っ
た

ま

っ
た
く

な
い

無
回
答

あ

っ
た
計

691   21     6      634   30     27     43     17     599   32     60     14     7      640   30     21     17     11     632   31     28     11     8      641   31     19     
100.0 3.0    0.9    91.8  4.3    3.9    6.2    2.5    86.7  4.6    8.7    2.0    1.0    92.6  4.3    3.0    2.5    1.6    91.5  4.5    4.1    1.6    1.2    92.8  4.5    2.8    

男性：10・20歳代 22     -      -      86.4  13.6  -      -      -      86.4  13.6  -      -      -      90.9  9.1    -      -      -      90.9  9.1    -      -      -      90.9  9.1    -      
男性：30歳代 26     -      3.8    92.3  3.8    3.8    15.4  -      80.8  3.8    15.4   -      -      96.2  3.8    -      3.8    -      92.3  3.8    3.8    3.8    -      92.3  3.8    3.8    
男性：40歳代 43     4.7    2.3    86.0  7.0    7.0    4.7    7.0    79.1  9.3    11.7   2.3    2.3    86.0  9.3    4.6    2.3    2.3    86.0  9.3    4.6    -      2.3    88.4  9.3    2.3    
男性：50歳代 67     1.5    1.5    94.0  3.0    3.0    10.4  -      86.6  3.0    10.4   1.5    1.5    94.0  3.0    3.0    4.5    1.5    89.6  4.5    6.0    -      1.5    95.5  3.0    1.5    
男性：60歳代 69     1.4    1.4    97.1  -      2.8    4.3    1.4    94.2  -      5.7    -      -      100.0 -      -      -      -      100.0 -      -      -      -      100.0 -      -      
男性：70歳代以上 38     -      -      89.5  10.5  -      -      -      89.5  10.5  -      -      -      89.5  10.5  -      -      -      89.5  10.5  -      -      -      89.5  10.5  -      
女性：10・20歳代 32     -      -      100.0 -      -      3.1    -      96.9  -      3.1    -      -      100.0 -      -      -      -      100.0 -      -      -      -      100.0 -      -      
女性：30歳代 52     1.9    -      96.2  1.9    1.9    7.7    -      90.4  1.9    7.7    1.9    -      96.2  1.9    1.9    -      1.9    96.2  1.9    1.9    -      1.9    96.2  1.9    1.9    
女性：40歳代 82     1.2    -      96.3  2.4    1.2    8.5    2.4    86.6  2.4    10.9   2.4    1.2    93.9  2.4    3.6    1.2    1.2    95.1  2.4    2.4    3.7    1.2    92.7  2.4    4.9    
女性：50歳代 105   3.8    -      93.3  2.9    3.8    5.7    4.8    86.7  2.9    10.5   1.9    1.9    93.3  2.9    3.8    3.8    3.8    89.5  2.9    7.6    3.8    1.9    91.4  2.9    5.7    
女性：60歳代 97     6.2    -      87.6  6.2    6.2    7.2    2.1    84.5  6.2    9.3    5.2    -      88.7  6.2    5.2    3.1    2.1    88.7  6.2    5.2    2.1    1.0    90.7  6.2    3.1    
女性：70歳代以上 49     10.2  2.0    79.6  8.2    12.2   4.1    6.1    79.6  10.2  10.2   4.1    4.1    83.7  8.2    8.2    6.1    2.0    83.7  8.2    8.1    2.0    -      87.8  10.2  2.0    
回答しない・該当しない 7      -      -      85.7  14.3  -      -      -      85.7  14.3  -      -      -      85.7  14.3  -      -      -      85.7  14.3  -      -      -      85.7  14.3  -      
無回答 2      -      50.0  50.0  -      50.0   -      50.0  50.0  -      50.0   -      -      100.0 -      -      50.0  -      50.0  -      50.0   -      50.0  50.0  -      50.0   

【経済的暴力】

年
齢
別

【身体的暴力】 【精神的暴力】

全  体

標
本
数

【性的暴力】【社会的暴力】
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●暴力を受けた時の対応

問 そのような行為を受けて、その後どのように対応しましたか。（○はいくつでも）

暴力被害を受けた人のうち、約６割は何もしていませんでした。

問 あなたが、何もしなかったのはなぜですか。（○はいくつでも）

何もしていない理由は、男女とも「相談するほどのことではないと思ったから」が約半数を占め、男

性では「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」、女性では「相談してもむ

だだと思ったから」が高く、相談することをあきらめてしまっている女性が多い状況がうかがえます。

（主なもの）

相談するほどのことではないと
思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとか
このままやっていくことができると

思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

誰（どこ）に相談してよいのか
わからなかったから

他人をまき込みたくないから

思い出したくないから

51.9 

32.7 

32.7 

23.1 

9.6 

7.7 

5.8 

3.8 

50.0 

22.2 

50.0 

22.2 

11.1 

5.6 

5.6 

5.6 

51.5 

36.4 

24.2 

21.2 

9.1 

9.1 

6.1 

3.0 

0 35 70（％）

48.8 

19.5 

24.4 

26.8 

19.5 

7.3 

9.8 

-

61.5 

15.4 

15.4 

30.8 

15.4 

-

-

-

44.4 

22.2 

25.9 

25.9 

22.2 

11.1 

14.8 

-

03570（％）
≪前回調査≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=41）

男 性（Ｎ=13）

女 性（Ｎ=27）

【回答はいくつでも】

男 性（Ｎ=18）

女 性（Ｎ=33）

全 体（Ｎ=52）

（主なもの）

身内や友人・知人に相談した

配偶者・パートナー・恋人と別居、
離婚又は交際解消した

相談窓口（来所・電話）に相談した

身内や友人・知人の家に避難した

病院に行った

警察に通報した

保護施設・民間のシェルターなどに
避難した

その他

何もしていない

29.8 

10.7 

6.0 

4.8 

2.4 

2.4 

-

2.4 

61.9 

18.2 

4.5 

9.1 

4.5 

-

-

-

-

81.8 

34.4 

13.1 

4.9 

4.9 

3.3 

3.3 

-

3.3 

54.1 

0 50 100（％）

35.8 

4.5 

6.0 

6.0 

-

4.5 

-

6.0 

61.2 

23.5 

5.9 

-

-

-

5.9 

-

-

76.5 

38.8 

4.1 

6.1 

8.2 

-

4.1 

-

8.2 

55.1 

050100（％）
≪前回調査≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=67）

男 性（Ｎ=17）

女 性（Ｎ=49）

【回答はいくつでも】

男 性（Ｎ=22）

女 性（Ｎ=61）

全 体（Ｎ=84）
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●現在参加している地域活動

問 あなたは地域社会において、今どのような実践活動に参加していますか。

（○はいくつでも）

現在参加している地域活動は、「自治会、子ども会育成会、シニアクラブでの活動」や「趣味・教養・学

習・スポーツ、健康づくりなどのサークル活動」が比較的多くなっていますが、約６割の人は「特に参加

していない」となっています。

６ 地域活動について

自治会、子ども会育成会、
シニアクラブでの活動

趣味・教養・学習・スポーツ、
健康づくりなどのサークル活動

ＰＴＡ活動、青少年健全育成に
関する活動

社会奉仕やボランティア活動
（登下校見守り・児童文庫・子育て・

福祉・環境など）

シルバー人材センターでの活動

その他

特に参加していない

19.2 

12.7 

8.5 

7.7 

1.0 

2.2 

63.0 

20.8 

13.2 

4.5 

6.0 

1.5 

2.6 

63.4 

18.7 

12.5 

11.3 

8.9 

0.7 

1.7 

62.4 

-

14.3 

-

-

-

14.3 

71.4 

0 40 80 （％）

18.5 

15.3 

8.0 

9.4 

1.0 

1.6 

60.1 

15.1 

12.2 

4.1 

7.8 

1.6 

0.8 

67.8 

20.9 

17.4 

10.9 

10.9 

0.5 

2.2 

54.9 

04080（％）

≪前回調査≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=626）

男 性（Ｎ=245）

女 性（Ｎ=368）

【回答はいくつでも】

男 性（Ｎ=265）

女 性（Ｎ=417）

回答しない・

該当しない（Ｎ=7）

全 体（Ｎ=691）
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●役職、公職への就任や立候補への依頼への対応

問 仮にあなたが、次のような役職、公職への就任や立候補を依頼されたらどうしますか。

（○はそれぞれ１つだけ）

ＰＴＡ役員・
子ども会育成会
役員

自治会長

県・市議会議員

自治会役員

県や市の審議会
や委員会のメン
バー

ＰＴＡ会長・
子ども会育成会長

2.6

1.0

-

10.2

9.1
-

24.5

22.8
-

59.2

64.7

100.0

3.4

2.4

-

0% 25% 50% 75% 100%

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

3.0

3.4

-

14.3

19.7
-

24.5

27.6
-

54.7

47.0

100.0

3.4

2.4

-

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

1.9

1.0

-

9.8
3.8

14.3

26.0

20.1

14.3

59.6

72.4

71.4

2.6

2.6

-

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

3.0

2.2

14.3

15.8

15.8
-

27.2

27.1

14.3

50.9

52.8

71.4

3.0

2.2

-

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

2.6

1.4

14.3

15.1

9.8
-

24.5

20.6
-

54.7

66.2

85.7

3.0

1.9

-

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

3.4

1.0

14.3

9.1
4.1

-

17.7

13.2
-

66.8

79.1

85.7

3.0

2.6

-

男 性

（N=265）

女 性

（N=417）

回答しない・

該当しない（N=7）

性
別

引き受ける なるべく

引き受ける
無回答なるべく

断る

断る

受ける
計

断る
計

12.8

10.1

83.7

87.5

- 100.0

17.3 79.2

23.1

-

74.6

100.0

11.7 85.6

4.8 92.5

14.3

18.8

85.7

78.1

18.0 79.9

14.3 85.7

17.7 79.2

11.2

14.3

86.8

85.7

12.5 84.5

5.1 92.3

14.3 85.7
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『受ける』（「引き受ける」＋「なるべく引き受ける」）の割合は、ほとんどの役職で男性の方が高くなっ

ていますが、「ＰＴＡ役員・子ども会育成会役員」では女性の方が高く、「自治会役員」では男女の差は小

さく、特に、女性の３０歳代を中心に年齢の低い層で地域の役員への参画意識は高い傾向があります。

しかし、「自治会長」は女性の『受ける』は約５ポイントと最も低く、女性では、地域の役員は引き受けて

も会長となると困難度が上がることがわかります。

（％）

引
き
受

け
る

な
る
べ

く
引
き

受
け
る

な
る
べ

く
断
る

断
る

無
回
答

受
け
る

計 断
る
計

引
き
受

け
る

な
る
べ

く
引
き

受
け
る

な
る
べ

く
断
る

断
る

無
回
答

受
け
る

計 断
る
計

691 11 65 161 435 19 76 596 22 120 181 349 19 142 530 
100.0 1.6 9.4 23.3 63.0 2.7 11.0 86.3 3.2 17.4 26.2 50.5 2.7 20.6 76.7 

男性：10・20歳代 22 4.5 9.1 22.7 63.6 - 13.6 86.3 4.5 22.7 9.1 63.6 - 27.2 72.7 
男性：30歳代 26 3.8 19.2 26.9 50.0 - 23.0 76.9 7.7 23.1 19.2 50.0 - 30.8 69.2 
男性：40歳代 43 2.3 14.0 23.3 55.8 4.7 16.3 79.1 2.3 16.3 25.6 51.2 4.7 18.6 76.8 
男性：50歳代 67 4.5 9.0 25.4 61.2 - 13.5 86.6 4.5 11.9 31.3 52.2 - 16.4 83.5 
男性：60歳代 69 1.4 8.7 20.3 65.2 4.3 10.1 85.5 1.4 11.6 23.2 59.4 4.3 13.0 82.6 
男性：70歳代以上 38 - 5.3 31.6 52.6 10.5 5.3 84.2 - 10.5 26.3 52.6 10.5 10.5 78.9 
女性：10・20歳代 32 3.1 18.8 12.5 62.5 3.1 21.9 75.0 3.1 25.0 18.8 50.0 3.1 28.1 68.8 
女性：30歳代 52 - 11.5 28.8 59.6 - 11.5 88.4 - 26.9 38.5 34.6 - 26.9 73.1 
女性：40歳代 82 1.2 9.8 19.5 69.5 - 11.0 89.0 6.1 18.3 30.5 45.1 - 24.4 75.6 
女性：50歳代 105 1.0 7.6 28.6 61.9 1.0 8.6 90.5 2.9 20.0 30.5 45.7 1.0 22.9 76.2 
女性：60歳代 97 - 9.3 19.6 67.0 4.1 9.3 86.6 2.1 19.6 23.7 50.5 4.1 21.7 74.2 
女性：70歳代以上 49 2.0 2.0 22.4 65.3 8.2 4.0 87.7 6.1 10.2 18.4 57.1 8.2 16.3 75.5 
回答しない・該当しない 7 - - - 100.0 - - 100.0 - - - 100.0 - - 100.0 
無回答 2 - - 50.0 50.0 - - 100.0 - - 50.0 50.0 - - 100.0 

引
き
受

け
る

な
る
べ

く
引
き

受
け
る

な
る
べ

く
断
る

断
る

無
回
答

受
け
る

計 断
る
計

引
き
受

け
る

な
る
べ

く
引
き

受
け
る

な
る
べ

く
断
る

断
る

無
回
答

受
け
る

計 断
る
計

691   9 43 154 467 18 52 621 18 108 186 362 17 126 548 
100.0 1.3 6.2 22.3 67.6 2.6 7.5 89.9 2.6 15.6 26.9 52.4 2.5 18.2 79.3 

男性：10・20歳代 22     4.5 9.1 18.2 68.2 - 13.6 86.4 4.5 18.2 13.6 63.6 - 22.7 77.2 
男性：30歳代 26     3.8 15.4 30.8 50.0 - 19.2 80.8 7.7 15.4 23.1 53.8 - 23.1 76.9 
男性：40歳代 43     - 16.3 23.3 55.8 4.7 16.3 79.1 2.3 18.6 30.2 44.2 4.7 20.9 74.4 
男性：50歳代 67     3.0 10.4 26.9 59.7 - 13.4 86.6 3.0 16.4 29.9 50.7 - 19.4 80.6 
男性：60歳代 69     1.4 7.2 26.1 60.9 4.3 8.6 87.0 2.9 15.9 24.6 52.2 4.3 18.8 76.8 
男性：70歳代以上 38     - 2.6 28.9 63.2 5.3 2.6 92.1 - 10.5 34.2 47.4 7.9 10.5 81.6 
女性：10・20歳代 32     3.1 6.3 25.0 62.5 3.1 9.4 87.5 6.3 12.5 28.1 50.0 3.1 18.8 78.1 
女性：30歳代 52     1.9 5.8 21.2 71.2 - 7.7 92.4 1.9 19.2 26.9 51.9 - 21.1 78.8 
女性：40歳代 82     1.2 3.7 15.9 79.3 - 4.9 95.2 1.2 12.2 31.7 54.9 - 13.4 86.6 
女性：50歳代 105   - 2.9 24.8 71.4 1.0 2.9 96.2 1.9 16.2 33.3 47.6 1.0 18.1 80.9 
女性：60歳代 97     1.0 5.2 19.6 70.1 4.1 6.2 89.7 2.1 18.6 20.6 54.6 4.1 20.7 75.2 
女性：70歳代以上 49     - - 14.3 75.5 10.2 - 89.8 2.0 14.3 18.4 59.2 6.1 16.3 77.6 
回答しない・該当しない 7       - 14.3 14.3 71.4 - 14.3 85.7 14.3 - 14.3 71.4 - 14.3 85.7 
無回答 2       - - - 100.0 - - 100.0 - - - 100.0 - - 100.0 

ＰＴＡ会長・子ども会育成会長 ＰＴＡ役員・子ども会育成会役員

自治会長 自治会役員

全  体

年
齢
別

年
齢
別

標
本
数

全  体

標
本
数
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●防災に必要な男女共同参画の視点

問 九州でも多くの地震や豪雨などの自然災害が発生していますが、日頃の防災や震災対応

に男女共同参画の視点が生かされるために、これからどのようなことが必要だと思います

か。（○は２つまで）

日ごろの防災や震災対応に男女共同参画の視点が生かされるために必要なことは、「備蓄品につい

て女性や介護者、障がい者の視点を入れる」「避難所運営の基準などをつくり女性や子どもが安全に

過ごせるようにする」、「日頃からのコミュニケーション・地域でのつながりを大切にする」などがあげら

れています。災害が発生したときに性別に関わらず意思決定に関わることができるよう、平時からの

男女共同参画の重要性について、特に決定の場の女性参画促進について啓発が必要です。

●男女共同参画に関する法令・制度、言葉の認知

問 あなたは、次にあげる法令や言葉について、どの程度知っていますか。

（○はそれぞれ１つだけ）

前回調査に比べ、「知らない」の割合が減っている項目が多く、全体的に男女共同参画に関わる法令

や言葉の認知度は高まっています。一方で、春日市の施策である「春日市男女共同参画を推進する条

例」「春日市男女共同参画苦情処理制度」「春日市男女共同参画センターじょなさん」「ちくし女性ホット

ライン」などは言葉の認知度は前回調査よりも高いものの伸び率は低く、条例の理念や市の施策につ

いては市民の理解をいっそう深めるために、市報やＳＮＳなどの媒体を活用して周知を図る必要があ

ります。

７ 男女共同参画に関する施策について

（主なもの）

備蓄品について女性や介護者、
障がい者の視点を入れる

避難所運営の基準などをつくり
女性や子どもが安全に過ごせる

ようにする

日頃からのコミュニケーション・
地域でのつながりを大切にする

女性も男性も防災活動や訓練に
取り組む

避難所の運営に女性も参画できる
ようにする

市の防災会議や災害対策本部に
女性の委員・職員を増やす

日頃からの男女平等、男女共同
参画意識を高める

44.6 

31.8 

28.5 

19.2 

18.4 

16.9 

6.9 

37.0 

27.9 

28.3 

22.3 

21.9 

17.7 

8.3 

48.9 

34.1 

28.5 

17.7 

16.5 

16.3 

5.8 

71.4 

28.6 

28.6 

-

-

28.6 

28.6 

0 40 80 （％）

43.3 

26.5 

30.8 

18.2 

19.8 

17.7 

7.7 

34.3 

21.6 

29.8 

25.7 

22.4 

17.6 

11.8 

50.3 

30.2 

32.6 

13.0 

18.2 

17.9 

4.3 

04080（％）

≪前回調査≫ ≪今回調査≫

【回答は２つまで】

全 体（Ｎ=626）

男 性（Ｎ=245）

女 性（Ｎ=368）

【回答は２つまで】

男 性（Ｎ=265）

女 性（Ｎ=417）

回答しない・

該当しない（Ｎ=7）

全 体（Ｎ=691）
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ＬＧＢＴＱ

男女共同参画社会
基本法

男女雇用機会
均等法

ＤＶ防止法
(配偶者からの暴力の防
止及び被害者の保護等
に関する法律)

女性活躍推進法
(女性の職業生活におけ
る活躍の推進に関する
法律)

ワーク・ライフ・
バランス

リプロダクティブ・
ヘルス＆ライツ

春日市男女共同参画
苦情処理
制度

アンコンシャス・
バイアス

ジェンダーギャップ
指数（ＧＧＩ）

春日市男女共同
参画を推進する条例

ちくし女性ホットライン
（ＤＶ相談電話）

春日市男女共同参画
センターじょなさん

17.1

18.7

56.0

53.0

24.9

26.7

2.0

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

46.0

53.5

42.8

38.3

9.6

6.7

1.6

1.4

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

36.9

41.9

54.6

45.7

6.5

10.9

2.0

1.6

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

12.3

9.1

50.1

44.6

35.6

43.5

2.0

2.9

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

36.3

29.4

28.8

28.9

33.0

39.5

1.9

2.2

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

4.5 16.4 77.0 2.2今回調査

（N=691）

50.1

46.2

24.5

21.6

23.9

29.9

1.6

2.4

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

11.3 14.9 71.3 2.5今回調査

（N=691）

13.3

6.9

34.2

26.4

50.4

64.5

2.2

2.2

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

4.1

4.0

36.2

29.9

58.0

64.1

1.7

2.1

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

13.3

15.7

32.7

29.4

52.1

53.2

1.9

1.8

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

9.8

8.6

42.4

39.3

45.7

50.2

2.0

1.9

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

3.3

1.9

18.7

20.6

76.3

75.7

1.7

1.8

今回調査

（N=691）

前回調査

（N=626）

内容を

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない
無回答知らない
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●行政要望

問 春日市では、女性も男性も共にいきいきと活躍し、誰もが輝く活力ある社会を目指して

います。この実現のために、今後、特にどのようなことに力を入れていくべきだと思いま

すか。（○は３つまで）

男女共同参画社会の実現のために行政が力を入れるべきことは、「子育てや介護などでいったん仕

事を辞めた人の再就職を支援する」や「保育や介護の施設・サービスを充実する」「仕事と家庭や地域

活動の両立ができるよう企業に働きかける」「男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高めるよ

う啓発や情報提供を行う」「学校教育や職場、地域などで学習機会を充実する」をあげる人が多くなっ

ています。

男女が共に仕事にも家事や育児にも関われるような環境整備がいっそう重要となり、両立支援を企

業に働きかけつつ、男性の家庭参画や地域参画を促進するさらなる意識啓発が企業や家庭、地域、学

校など広く求められています。

（主なもの）

子育てや介護などでいったん仕事を
辞めた人の再就職を支援する

保育や介護の施設・サービスを
充実する

仕事と家庭や地域活動の両立が
できるよう企業に働きかける

男性が家事、子育て、介護、地域
活動に関心を高めるよう啓発や

情報提供を行う

学校教育や職場、地域などで
学習機会を充実する

女性が能力を伸ばし、自立できるような
教育・学習の場を充実する

セクシュアル・ハラスメントやパワー・
ハラスメント防止の啓発活動を充実する

民間企業・団体などの管理職に女性の
登用が進むよう支援する

審議会委員など、政策決定の場に
女性を積極的に登用する

女性リーダーの養成・研修の場を
充実する

43.8 

35.6 

35.5 

25.6 

24.3 

15.6 

11.1 

6.7 

6.5 

6.5 

42.3 

28.7 

31.7 

23.4 

26.8 

14.3 

12.1 

9.1 

7.2 

7.9 

44.4 

40.0 

38.1 

27.1 

23.0 

16.5 

10.6 

5.3 

6.0 

5.8 

71.4 

28.6 

14.3 

14.3 

-

14.3 

-

-

14.3 

-

0 40 80 （％）

50.3 

40.3 

34.2 

22.7 

20.1 

16.6 

10.2 

7.7 

7.5 

9.4 

47.3 

38.4 

30.6 

23.7 

22.0 

15.9 

9.8 

7.8 

9.4 

11.4 

52.7 

42.1 

37.0 

22.0 

19.6 

17.1 

10.3 

7.9 

6.3 

8.2 

04080（％）
≪前回調査≫ ≪今回調査≫

【回答は３つまで】

全 体（Ｎ=626）

男 性（Ｎ=245）

女 性（Ｎ=368）

【回答は３つまで】

男 性（Ｎ=265）

女 性（Ｎ=417）

回答しない・

該当しない（Ｎ=7）

全 体（Ｎ=691）


